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An Essay about Nurturing Students’ Zest for Life in University Education of Freshmen, 
Foucusing on a Japanese Language Course: Thinking about 2011 Northeast Earthquake in Japan
KAZUMI TACHIKAWA
キーワード
大学初年次教育（University Education of Freshmen），国語教育（a Japanese Language Teaching），
ボランティア記事（Article about Volunteers in the Newspaper）
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国語科から見た大学初年次教育における「生きる力」の育成に関する試論 ― 49 ―― 48 ―
(095)
ウ　わずか 2割　学生ボランティア増える夏













































































































































































































国語科から見た大学初年次教育における「生きる力」の育成に関する試論 ― 53 ―― 52 ―
(099)
注
（注 1 ）植田（2011）では，「人は目の前の情報と現実
社会とのかかわりを実感したときに，情報と向き
合い，情報の中から自分にとって必要な情報を取
捨選択しながら読むことが可能になる。主体的に
情報をかかわり，自分自身の考えや経験と情報が
結びついたときに，情報が生きたものとなり，情
報への理解はより深いものとなる」と指摘する。
（注 2 ）大学教育におけるボランティア活動では，こう
した学生へのニーズを満たすことに加え，受け入
れ先のニーズを考慮する「相互性」も求められる。
また授業の一環として，ボランティア活動を行う
ことで，主体的な地域貢献を促すことも可能とな
るという効果も挙げられる。
（注 3 ）総理府の「社会生活基本調査」（平成13年10月）
では，ボランティア経験は，20歳代後半が18.3%と
最も低くなっている。
（注 4 ）具体的な意見としては，次のような例が提示さ
れている。
　　社会経験不足を感じた。もっと専門的な知識（技
術）を得たいと思った。
　　将来の目標に向けてより努力していきたいと思っ
た。
　　自分の知り得たことからさらに学びを深めたいと
思った。
　　これからもボランティア活動を続けていきたいと
思った。
　　人との出会いを大切にしたいと思った。友人や仲
間の大切さを知った。
（注 5 ）いずれも産経ニュース（mns）のサイトに掲載
された2011.4.21-2011.6.30の記事である。
（注 6 ）ボランティア（volunteer）の語源はラテン語の
VOLUNTAS「意志」であり，人々の自由意思によ
る活動であることが重要である。
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